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帝同主義形成期のイギリスの

資本輸出と「多角的決済網」

(351) 41 

中村雅秀

はじめに

世界市場の発展とそれに逆規定きれる国家的諸関係の実相を相互に帝国主義

世界の形成史0うちに明らかにずることは，帝国主義そのものの理論認識に前

提されるべき重要な出発点である。しかしながら，従来の研究にあっては，資

本の輸出が論じられる際にも必ずしもこの点での充分な作業が展開されたとは

言ぃ難い。利潤率格差の視点から二国聞の資本移動が論じられる際にも，ある

いは一国における過剰資本形成のメカニズムが問題とされる場合にも，更には

より発展された形で独占の形成に伴う生産的基礎の発展，産業構造上の諸変化

との関連で直接に資本の輸出が問題とされる場合でさえ" いずれにせよ資本

を輸出する側と輸入する側の各々の動因と結果あるいはその諸連関を探求する

ものであって，資本の輸出を必然ならしめる経済的根拠それ自身のうちに世界

経済の発展とそれに伴う競争と依存，支配と被支配の総体的絡み合いー金融寡

頭制支配の世界的メカニズムの形成史を直接とり込むことはほとんどなかった

と言ってよいであろう。ここにわれわれにとって一つの疑問が始まる。

小論での目的はこのような立場から，イギリスの資本輸出 貿易構造上の変

化の考察を媒介としつつ，帝国主義形成期の世界経済とその基本的構造変化を

1) 資本輸出に関する提来白研究については藤原貞雄氏の憧れた整理を量参照されたい。また桂者。
典型として最近の入江節次郎民の論稿を挙げることができる巴藤原貞雄，資本輸出の必然性をめ
ぐる論争の現段階「世界経宮評論JVo1. 19 No. 6， 1975年6月号所収。入江節次郎j 重工業資
本主義と資本輸出一一世界資本主義の第E段階(1870年一1914年〕←ー，河野健二ー飯沼二郎編
「世界資本主義の歴史構造J.19干年，所収。
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第 1表イギリスの対外投資 100万ポンド(弘)

1870年 1910年 1913年

I政 府 債 458.8 (58.5) 845.1 (26.5) 972.5 ( 25.8) 

植 民 地 105.3 (13.4) 622.9 (19.5) 675.5 ( 17.9) 

イ ユ〆 ド 55.0 ( 7.0) 179.0 ( 5.6) 
オ-'"ト 34.3 ( 4.4) 248.4 ( 7.8) ラレイシア

74.6 ( 2.3) 

南他 アフりカ 16.0 ( 2.0) 97.4 ( 3.1) 

23.5 ( 0.7) 

タト 国 353.5 (45.1) 222.2 ( 7.0) 297.0 ( 7.9) 

アノりカ 160.0く20.4)

中 南 米 47.5 ( 6.1) 101.3 ( 3.2) 

ヨ一戸、yノミ 108.5 (13.8) 39.5 ( 1.2) 
エジアトー 37.5 ( 4.8) 22.2 ( 0.7) 

'" コ

ア ジ ア 59.2 ( 1.9) 

{由

E 自 治 体 i 1伽 ~I 152.5 ( 4.1) 

E 鉄道企業債 1，344.4 (42.1) 1，531.0 ( 40.7) 

植 民 地2 373.3 (11.7) 447.2 ( 11.9) 

イ :/ ド (105 (13.4)) 136.5 ( 4.3) 140.8 ( 3.7) 

カ ナ ダ (20 (2.6)J 
オ一久ト 3.7 ( 0.1) 306.4 ( 8.1) 
ラレイシア

イ也 326 (41.5) (南ア)9.4( 0.3) 

外 国 971.1 (30.4) 1，083.8 ( 28.8) 

アメリカ (40 (5.1)コ 611.5 (19.2) 616.6 ( 16.4) 

中 南 米 (37.5( 4.8)J 

ヨーロツノミ (5日(6.4)) 23.8 ( 0.8) 467.2 ( 12.4) 

他 13.4 ( 0.4) 

1vその油企業債 903.0 (28.3) 1，107.3 ( 29.4) 

合 言十 7削(1凹)| 山 8(100)l 3，763.3 (100.0) 

泊三) [ J内の数値は， m+IVの内訳を示す.山田秀雄「イギリス植民地経済史研究J1971年， 8 
ページ参照Lただし表中の数値はすべて計算しなおLている。

出所) 18初年;A. K. Cairn沼田S，Home and Fo問 ignInvestment 1870-1913， 1953， p 
183， 1910年;G. Paish. Great Britam's Capital Investment in Individual Colonial and 
Foreign Countr児 島 Journalof the Royal Statistical Society， ]anuary， 1911， pp. 180-184. 
1913年;H. F創 5，Ei的可，e;The Wor[，ぷi'sBanker 1870-1914， 1930， p.2'/ 
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第 2表海外証券新起債の構成と変化 年平均 100万ポンド

11肝 1-511876-801田 1-511蹴』仰L叫回叫1凹 1件1鵬巾山4

ヨ -ロ吋/号 24.86 4.16 9.62 1030 2.96 7.28 3.38 12.90 24.93 ，tアメリカ 23.18 9.06 19.32 33.02 17.94 14.50 28.78 55.01 90.70 

南アメリカ 12.98 1.64 8.89 28.40 5.20 7.10 8.56 30.94 37.18 

77  1) 古 1.70 ::t06 4.86 4.34 6.52 12.10 27.64 13.78 10.05 

アチア 3.98 4.14 8.28 10.56 7.16 19.46 14.56 25.42 20.00 
オァ、ト

4.12 8.66 13.24 15.72 11.26 9.40 4.80 5.98 14.35 ラレイシア

外国 1叶叫 Hlor740l叶叶判別01115印
帝国内 12.901 17.74 1 28.80 1 25.82 1 24.38 1 32.68 1 42.78 1 55.841 74.38 

定一叫 16町16.72問7ηヤ2
熱帯 14.221 6.00 1 12.66 1 23.14 1 1Q.48 1 22.32 1 16.42 1 41.68 1 38.33 

イン 777 54.22 24.58 43.52 71.92 31.66 36.78 55.40 102.16 148.53 トヲクチュア
抽出産業 4.66 1.50 5.18 9.38 7.76 lB.G6 10.42 21.78 19.88 

製造業 0.76 0.26 1.02 7.08 1.82 3.08 1.96 4.28 10.05 

出所) M. Simon， otαt.， pp. 40→43 より作成a

「多角的決済網」とその変化の組jニで明らかにする ζ とにあり， もって資本輸

出の一般的理論認識よの一層適確な端緒を獲得することにある。

I イギリスの資本輸出の変化とその特徴

世界経済の形成とその基本的構造的変化は，資本輸出を直接的物質的基礎と

し，合衆国， ドイツ，フランスなど競争的工業諸国の拾頭を世界史的条件とし

て生じた。ここではさしあたり， 1870-1914年の期間におけるイギリス資本輸

出とその変化を与えられた数値の分析を中心に考察 L2)， そこに写し出される

め この期のイギリス資本輸出甲推計とそり方法に関する代表的文献は次の当りである。 G.Paish， 
噌 αt.;C. K. Hobsos， The Export o.}、ca戸'tal，1914，楊井克巳訳「資本輸出論J，1968年，
L. H. Jenks， Theル1igrationof British Capital臼 1875，1938;H..FeIs， op.cit.;A. K 

Cairncross， 0.ραι; A. H.I皿 lah，E印 ησmicEleJηents in Pax Britanica， 1958，最近の研
究としては次の士献を参照されたい。 M.Simon， T:ie Pattern of New British Portfolio 

Foreign Investment. 1865-1914. in A. R. Hall Ced.) The Exto吋 afCapital frnm. 

B，.;品川 1870-1914，1968; A. 1. Bloomfield， Pattems of Fluc，郎副ionin 1n古 rnationalノ
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その特徴を見てみよう。

この時期のイギリス資本輸出の変化に看取しうる第一の特徴は，ヨーロッパ

投資とりわけ政府債投資の顕著な低下である。 L.H ジエンクスによれば，

1854年末におけるイギリス総海外投資残高 1 億9500万 ~2億3000万ポンドの

うちヨーロッパ政府債(フランへベルギー， ドイツ，ロシア)の占める割合は，

4500~5500万ポンドで全体の23~24%に当り，これにスベイン，ポルトガル政

府債3500~4500万ポンドを加えると56~59% となるへ ところが， 1870年には

その比率は 1億 850万ポンド， 18.6%となり， 1910年にはわずかに 3950万ポン

ド， 1.2%へと低下する。同様に新規投資の推移でみても， 対豆ーロッパ投資

は，年平均で， 1870年代の1450万ポンド (51%)， 80年代の9960万ポンド(12%)，

90年代の年平均512日万ポンド (8%)， 1900年以後の1200万ポンド (9%)へとそ

の比率は著しい低下を示している。また投資比率の比較的高い70年代において

も，民間鉄道債への投資は 170年代を転換期として， 72年を除き，年々 100万

ポンドを越えない程度にまで低下vcいる」り と指摘されることからもヨーロ

ッパ投資全体の低下がうかがえる。このように， ヨーロッハの鉄道建設ブーム

の一応の終束に典型的に見い出される投資の低下は，以後の fギリス資本輸出

の最大の興隆期にあっては，当然他地域への投資の増大と重りあっている。

従って，第二↓乙これとは逆に， 1新定住地域」および熱帯植民地への投資

は期間全体を高じて摘めて急速に増加したことが指摘される。それはまた，製

造業への投資が停滞的であるのとは対照的に， インフラストラグチユア及び

抽出産業への投資の急速な増大という特徴を伴ってあらわれる。ことに帝国内

「新定住地域」の政府債・鉄道債投資はこの期のイギりス対外投資の増大にお

いて最も重要な位置を占めている。

'¥，Inves抑制 Wore1914， 1同小野一郎 4、林龍寄訳「金本位制下の国際企画担J，1975年，
所収;P. L. Cottrel1. British Oo!f!門 I?OSlnvestment in the Nineteenth Centulッ， 1975 

3) L. H. Jenks， op. cit.， p. 143 
4) Ibid.， p. 246 
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具体的に見れば， 1870年における総投資額をおよそ 7億8500万ポンドと推計

するジエンクスおよび A.K.ケアンクロスの数値においては， 南アメリカ，

オーストラレイシア，カナダで計 1億7900ポンドとなっており，総投資額のお

よそ23%を占めるが日， 1913年には，カナダ 5億1500万ポンド，オーストラレ

イシア 4億1600万ポンド，アルゼンチ :.'3億2000万ポンド，ブラジノレ 1億4800

万ポンド，南アフリカ 3億3日00万ポンドでおよそ46%を占めることになる。更

にヌノレlグセの区分に従って対合衆国投資，各々 2億ポンド， 7億5500万ポンド

を加えると Fれば， 1870年には48%， 1913年には66%となり， 1913年末まで

に，実に全投資額の 3分の 2がこれら地域に向ったのであるへ とりわけ帝国

内「新定住地域」の占める割合は，帝国外のそれがおよそ36%から~~%へと低

下しているのに対し，およそ12%から34%へ E著しく増加している。当然、のこ

とながら，新投資の動向にも同様の傾向が見られる。

また熱帯植民地については， 1913年末残高で 6億 600万ポンドすなわち総投

資額のわずか16%を占めるにすぎず，比率においては1870年のおよそ23%より

大きく低下している。

以上の考察から，この期のイギリスの資本輸出をその量的比率の変化につい

て見る限り， イギリ Z 対外投資における「新定住地域」の“勝利"と熱帯植

民地投資の位置の“暖味さ"を主張したヌノレクセの議論が大き〈根拠づけられ

る九 それは後に述べるように， ["新定住地域」への鉄道投資を中心としてイ

ギリス資本輸出全体が促進されたという事実と["多角的決済」の発展に示き

れるこの期の世界経済の変化にあってこれら「新定住地域」が一方のその重要

5) A. K. Co.irncro田 ，ot.cit.， p. 183 
6) 1913年の数値の内訳については，山田秀雄前掲書4ベ ジによる。

また. ，軒定仕地域」白定義にコいては，拙稿，帝国主義形成期の資本輸山と貿易，京都大学
経済学会「経済論叢」第116巻第5. 6号， 1975年所収， 89ベ ジのく注)3)を参照のこと。

7) ヌノレクセ(1)~善説言そのものについては R. .Nurkse， InternaUonal Investment Today in the 
Light of Nineteenth Century Experience， Patterns of Trade and Development， in G 
Haberler (ed.) ; Equilibri.um and Growth問 theWorld Economy， 1961.河村鑑男他訳

「世界酔済0詞衡正成長J.1963年，参照のこと内
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な環としての役割を果したという事実とがその限りで整合的に合致していたか

らにほ古温ならない"。

しかし，加えてここで検討されるべきは， (1)ドイツ，フランスを中心とする

ヨーロッパ諸国および合衆国の帝国主義的成長に伴うイギリスの支配的地位の

後退と， (2)世界市場での競争の激化に伴いその直接的競争局面となった「新定

住地域」とりわけ帝国内のそれに対するイギリスの対応の変化，および(o)それ

との関係でみたイギリスにとってD熱帯植民地の位置の変化についてであろう。

そうすることによって，ヌノレタヒが上記の特徴から主張した工業国イギリ凡と

相対的に先進的な一次産品諸国一「新定住地域」との「均衡的成長」の世界と

いうそデノレとは異った，帝国主義の形成過程自身に現われる競争局面の変化ー

矛盾の累積過程の一端をうかがうことができるからである。さしあたり，投資

の面から(2)，(3)についてみてみよう。

「新定住地域」への投資について言えば，その多くがそうである如しいわ

ゆる「無主地の先占」に始まるその資本主義的発展が，本国の帝局主義化に伴

う原材料需要とりわけ小麦・食肉 etc.，食糧原料需要の増大と重なり， この商

からとりわけ鉄鋼製品輸出と結びついた鉄道投資が促進されたことは言うまで

もない(こういった過程自体が変化を被ることの意義についても後に触れるが〕。これ

に対L-，熱帯植民地の場合には，その多くが人口調密にして，資本主義発展の

プロセスもさまざまな旧社会的制限を受けつつ展開しているのであって，とり

わけ本国の帝国主義化lこ伴って工鉱業原料資源の供給基地としての役割が 層

強圧的に要請されるという傾向をもっ。この意味での阿者の違いとその意味に

つい亡は，よれら地域へり投資を投資対象別に考察することによっても一定明

らかとなる。

第 1表，第 3表に示される G ベイシュによッて与えられた1910年の数値で

8) ζのような世界市場条件への合致がまたイギリス国際収支における資本輸出と高品輸出の趨勢
における比例的関係に示されるのである。 ζの点については前掲拙稿参照のこと.むろん，それ
が無矛盾的「有機的世界市場 jを現わすものでないことは以下の行論で明らかとなる。
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第 3表対外投資の構成 (1910年)田万ポンド(%)

カナダ 南 西 1海峡植民ヤ地11インド・
ラレイシアンチン アフリカ アフリカマラ セイロン

政 府
74.6 248.9 33.8 97.4 8.5 7.9 179.0 

(2003 〕 (65.4) (14256 〉 〔2777〕 (29.0) (36.0) (43905 〉

自治体
18 14.6 17 

2(24397 〕 (3397 〕 1(81671 〕 (594 0〉 1(3L6O5 ) 
鉄 道 (59.9) 〔41703 ) 〔690。) (7287O ) (37.4) 

銀行他111
17.1 10 5.5 1.5 5.3 

(498 6〕 〔12853〕 (23677 ) (26228 〉 (18.6) ( 6.8) ( 1.4) 

電ス気他・ 6.6 
ガ 1'1 (29 6〕 (225 〕 (7999 〕 (195 〕 ( 1.8) 

鉄鋼他(1) 21 14 16 1.5 3.5 
( 5.9) (4 38〕 ( 2.9) 1〔24578〕 (529 〉 〔L003 

鉱山他判 8.3 4.2 0.8 13 12.6 31. 
( 2.2) (11.6) ( 0.3) (35.8) (47.2) (57.2) j ( 8.5) 

!m71380112698135141294| 
(100.0) 1 (100.0) 1 (100.0) 1 (1口0.0)11 (100.0) (100.0) 11 (100.0) 

注 1)金融ー土地ー投資 2)運河 ドック電灯電信電話水道電車 3)醸造ー商工業
製造 自動車輸送・石炭ー船舶 4)石油ゴム茶コーヒーを各々古む。

出所) G. Paish， Qρ cit.， pp. 180-182 より作成.

みれば， 対外総投資額31億9280方ポンドのうち政府債投資は日億4510万ポンド

で全体の 26.5%，鉄道債投資は13億4440万ポンドで 42.1%となっている。同時

に， r新定住地域」への政府債投資のかなりの部分が実質的には政府保障形態

での鉄道投資であったことを考え合わせれば， r新定住地域Jへの投資のうち，

政府・自治体債および運輸通信事業・公益事業債への投資の占める比率がカナ

ダで 87.4~百，オーストラリアで 68.9%，アルゼンチ "/93.1% ， ブラジノレ 85.8%，

と雪わめて高水準を示す。このように「新定住地域」への投資は，その圧倒的

部分が鉄道をはじめとするインフラストラクチュア型投資であった。

対熱帯植民地投資は，とれとは対照的にその対外投資総額に占める比率の低

さにもかかわらず，インドを除き， 187C年の総額およそ1000万ポントーから1913

年には 1億8800万ポンドへとおよそ20倍近い増加を示している点できわめて

特徴的である。そり大部分はエジプトを除く熱帯アフリカおよび海峡植民地と

東南アジアの植民地へのもりであり， 1億53日日万ポ γ ド， 813百を占め亡いる。

更に，これら地域への投資は r新定住地戚」へのそれと比較し，イ Y フラス

トラグチュア型投資の占める比率が極めて低いりに反l，.，銀行・金融・土地，
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鉱山・プランテ-'/ョ Yに属する産業的投資が各々西アフリカで 18.6%. 47.2 

3百，海峡植民地およびマラヤで6.8%. 57.2%と高い割合を示L-.ことに鉱山・

プランテ---;/ョン型投資が際立つている。

他方，この期間における政府債投資は，絶対額において増加し，比率におい

て低下している。史に外国政府債投資は絶対的にも相対的にも低下している。

これらの事実および帝国内「新定住地域」への政府債投資が，絶対的にも相対

的にも増加しているにもかかわらずその多〈が鉄道を中心とするインフラス f

ラクチュア形成に向ヮたことを考慮するとき，熱帯植民地への政府債投資はこ

れとは明らかに臭った性格と傾向を示すものといわなければならない。とりわ

け. 1910年における海外事業会社への証券設資のうち鉱山・プランテ-'/ョ y

型投資の70%を占める帝国内投資において，南アフリカ 1億2580万ポンド，西

アフリカ 14日日万ポンド，海峡植民地・マラヤ1260万ポンドなど，これら地域へ

の投資が，その絶対額の低さにもかかわらず，帝国内海外事業会社への投資の

3分の 2近くを占めている事実は注目すべきであろうへ これら一連の事実は.

帝国主義の形成に伴う原料独占化傾向の促進に関する一般的議論に，投資傾向

の変化の面から根拠を与えるものである。が，同時にその意味はこれにとどま

らず， I新定住地域」の多くがいわゆる「自治的植民地」としての一定の財政

的・金融的「自立化」傾向を示し，かっ後に大英帝国解体の一つの経済的環を

形成することとの対比で言えば， ζれらの熱帯植民地への政府債投資が，その

9) 南アフリカは， ヒルガートによれば「新定住地域」に分類されているが，投資の性格からすれ
ばむしろ熱帯植民地のそれと共通の傾向を示し，その増加の 大部分は金採掘に伴うE年代以後
のものであるーまた南ァ戦争を契機とする英本国仁よる植民地支配体制的強化を考慮するとき，
後に見るように他の「自治的植民地」とは具りむしろこの段摘でイギリス白国際的トランスフア
にとっては熱帯植民地と同 の関屈に編入されたものとみbれる。鈴木正四， I七シルーロ

ズと南アフリカJ，昭和国年，幸四日
また，こうした師向は投資主悼田側からも確認され令。即ちこの期の最大の発行引受業者がマ

ーチャント バンク MarchantBanksであったことは夙に指摘されるとよろであるが，全体に
占めるその比率が方で低下する (1870-74年平均53.0拍→1910-14年平均35.2%)のに対し，
インド土地抵当輯行 theLand Mortage Bank of Indiaやオ ストラリア商業土地金融会社
the Australian Merchantile Land and Finance Companyなど海外銀行や代理屈の占める比
重の増加はとの傾向を示している巴 p，J. Cot1rell， ot. cit.， pp. 31-32 



帝国主義形成期のイギリスの資本輸出と「多角的決済網」 (359) 49 

財政的金融的自立化への基礎を奪いつつその政治的支配の強化をめざすもので

あることを 層直接的に表現し，抽出産業を中心とする産業的投資とより積極

的に結合する傾向をもつものであったといわねぽならない10L

以上指摘したこの期のイギリスの資本輸出に示される幾つかの趨勢的変化は

また，世界市場での列強聞の競争関係とその変化の反映でもある。このことを

示す特徴的な事実を第2表から読みとることもまた可能である。その第ーは，

乙の新規投資の長期変動にあって投資の停滞期である70年代と例年代を比較す

ると， 70年代とは異って， 90年代のそれは， 1890年のベアリング商会の倒産に

代表される「新定住地域」投資の崩壊が逆に熱帯投資の徴弱な低卜とりわけア

ジア投資の絶対的増加に伴われているとしヴ変化である川。第二に指摘できる

ιとは， 1913年投資残高のおよそ 3分の 2を構成する1900年以後の投資の膨張

期にあっては， 80年代の増大が主に，南アメリカのそれに支えられているのに

対 L，カナダを主とする北アメロカへの増大がそれに代っていることである。

これらの事実は， この時期のイギリスの資本輸出が単純に「新定性地域]を芹

た舞台として展開されたのではなしとりわけ競争が激化する中で，その対応

としての「帝国」支配の一層の強化の物質的基礎として振舞ったものであるこ

とをも示している。更に言えば，帝国内「新定住地域」ー「自治的植民地」へ

10) C. K ホプソンは， r植民地債にはーっとして滞納の事実がなかった」として，外国政府置に
比ベ利子率が低いにもかかわらずより確実なも白であったことを指情している。間，圏内，植民
軌 外国への控菅白長期収詩率はケアングロスによって与えられる。 c.K 可obson，0.ραム
pp. 143-145邦訳106-107へ←シ。 A.K. Cairncross，噌 cit.，p. 227 

また，小野一一郎教慢は， r量的比率が小さい」と Lても「人口調密でも生産カの低い，経済
的能力。小さい国に対する役買のもつ力は，むしろ圧倒的・絶対的に大きい」と述べている。現
ι8C年代から90年代にかりて直控的圏家的植民地分割に先立って先鞭を担った北ポノレネノト会社，

間アフリカ会社など所謂「後期植民地特許全社」が，その公称資本額に反し極めて小規模の資本
をもって，鉱物裁植賢源の独占的獲得を中心に植民地支配の強化を展開している。小野一一郎，

現代資本主義と資本輸出， r金融論議座lVJ， 1964年，所収， 147ベ ジ。東亜経済調査聞編特

許植民会社制度研究 1，大正13年1 世間"
11) 中国，目本への投資はその時んrが189(年以撞のものであり， 1913年末残高で l億 700万ポン

ドに至るが， ζれもまたインドと同様帝国主義の形成と多角的トランスファーの問題にとって重

要な意味をもつものである。服部土馳は冊年代以槙の中圏分酬をめくる列強の競争を帝国主義へ
の移行の歴史的指標とみている。服部之総.戦前帝国主義の成熟過曜， r服部之総著作集J第7

巻. 1955年， 137-163ベジ。
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の投資が低下する時期にも，他の熱帯植民地への投資がそれを補いつつ展開す

るという特徴を示している。しかし，資本輸出の世界市場関連の意義について

は，とりわけ合衆国とインドの位置の考察を含む 層の検討が必要である。

ここでは，さしあたり，以上指摘してきたイギリス投資構造の変化を確認す

れば充分である。しかし，従来. I古典的帝国主義」の時代として同質の歴史

過程と見なされがちであったこの時期の資本輸出の構造にも，世紀の転換点を

前後する帝届主義への移行・発展が反映され，このような特徴的変イじを検出す

ること自身がその歴史的規定性を認識する上での一つの重要な手がかりを与え

るものといえるであろう。又，従米ともすればヌルグセ的な議論の中で熱帯植

民地投資の意義が軽視されるか，あるいは，列強による分割・再分割の面から

考察の対象におかれることはあっても， その相互の内的関連を軽視さわしがちで

あったことへの一つの反省ともなりうるであろう。

II イギリス貿易構造の変化とその特徴

「国際経済の黄金時代」といわれ，資本輸出と貿易が未曾有の進展を示し帝

国主義世界経済が形成されるこの期にあって，事態の変化を最も端的に物語る

事実は，合衆国， ドイツをはじめとする工業諸列強の始頭と諸国入り乱れての

激しい世界市場征覇戦であった。

われわれはこの期の世界経済の変化の中で，その最大の特徴として工業生産

とりわけ鉄・鋼生産を中心とする重工業生産における不均等発展一合衆国， ド

イツの著しい成長をみることができる"九しかし，世界貿易に占める割合では

その比率は低下するとはいえ. 1013年に至るも，イギリスは依然最大の貿易国

12) クチンスキーによれば，合衆国は世界の工業生産に占める比率において早〈も 18酎年にイギリ
スと肩を並ベロ:8%)，9C年には完全に追い抜き， 1913年には36%を占めイギリスの2.5倍を示す。
なおヒ Jレガートによれば，イギリスを抜くのは1回日-.15年とされている。同様にドイツも 1910年
にはイギリスを痩潤する。又，独占的重工業の基幹部門たる銑鉄生産および銅製品牛産における
この傾向は 層顕であるロ 1913年におけるイギリスの生産高はそれぞれ1，025万トン， 766万トン
でお上そ合衆国の3分。 1 ドイツの 3分の2弱となあ。 Jグチンスキー，邦訳前掲書'"ベ ジ，
F. Hilgerdt. lndustriah日 tionand Forei酎1 Trade， 1945， League of Nations，; G. D. H 

Coll， British Trade and In品ωtry，1937， pp. 106-107 
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第4表世界貿易に占める主要国の割合% である。このことは，外国貿易に

!イギリス|ドイツ|合衆国[フフンス

1880 2日 11 11 11 

1890 2日 11 10 9 

1900 19 13 12 9 

1913 13 13 11 8 

出所') J. Kuzynski， Die Geschichte der Lage 
der A坤 eire1'dem Kaρitalismus， Band 37， 

1967，久保田英夫訳「世界経済の成立と発展'J，1969
年， 92ベータ。

大きく依存した英国経済の腐朽的

体質を示すとともに，植民地領有

が比較的小さいドイツが工業生産

の成長を基礎に輸出・入双方にお

いてその比率を増加したのに対し，

合衆国は，広大な国内市場の発展

の上に工業生産の累積的増大を遂

げた事実を反映するものである1830 その結果はイギリス外国貿易に占める帝国

貿易の比重の増大となっても現われる'"。

ζれらの特徴を前提にしながら，帝国内市場にさえ浸透する合衆国， ドイツ

など工業諸列強との競争関係激化の投影としてのイギリス外国貿易の構造的変

化をみる時，少〈とも以下の諸点にわたる象徴的事実を指摘することができる

であろう。

まず，鉄鋼及び繊維製品貿易における競争激化左その特徴を見なければなら

ない。この期のイギリスは一方で生産力構造の高度化を含みながらも15)， 1854 

70年には輸出〔再愉出を除く〕の60;百を鉄鋼・繊維製品が占めていたが， 1911 

13年平均においても，それに石炭を加えて依然、50%以上を占めており，従っ

てイギリスの輸出貿易は基本的に依然これらの工業製品に支えられていたとい

える。

13) 主要工業諸国の世界u輸出ー輸入各々に占める比率とそ白変化については故に与えられる， D. 

D ミグュスチン監悟，西沢富夫訳「世界貿易論J，1943年J161べ}ク;p， J. O'Leary & W. A 
Lewis， Secular Swings in Production and Trade 1870-1913， The Manch，ヲ ，~ter School of 

Economic and品 cialStudies， May， 1955. p. 129 
14) コールによれば，帝国内輸出貿易り比率は， 1870年の31%から1913年には37%へ噌大する。 G

D. H. Cole， op. cit.， p. 66， 103 
15) W ホフマンによれば， ζの期のイギリスは資本の輸出を強化することによってその生産力構

造においても変貌をとげ，消費肘工業の生産財工業に対する比は1851年の60: 4Cから.1907，年に
は42:58へとその比重を逆転せしめるに至ったo W. Hoffmann， vVachstum und Wachstum-
formen der englischen Inヨusrriewirtschaft，S. 380 
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第5表 イギリスの輸出入とその変化〔商品別)年平均， 1凹万ポソド

1陥 入|穀 類|原 的|男タ ~I 計局高|鉄 鋼 i古平副総 組

1854-70 27.8 (61.9) 9.7 25.6 0.9 3.3 2302 

1871-80 53.9 44.9 25.9 34.2 2.9 7.5 371.4 

1881-90 54.2 42.3 34.6 31.9 4.1 8.6 394.6 

1891ー凹 50.7 350 53.8 35.9 4.9 10.9 446.1 

1901-10 67.5 54.9 71.9 47.1 8.2 19.6 585.9 

1911-13 753 74.0 79.5 47.7 13.1 27.1 731.2 

附 銅|綿製品 毛製品|化 学|毒気品|総 額

1851-70 36 14.3 48.7 17.8 2.2 37 136.3 

1871-80 9.1 25.9 71.9 26.3 7.2 8.1 220.0 

1881- 90 11.6 26.4 72.8 23.6 9.9 12.6 243.3 

1891-00 19.5 236 66.7 21.2 11.8 18.1 2399 

1901-10 328 35.5 90.0 23.8 15.1 27.5 347.7 

1911 -13 44.9 50.0 123.2 31.9 21.0 36.2 488.8 

注) ( )内の数値は，それぞれ1酎::l-70年および1国7 190C年干均，輸出 再輸:1:を 除 仁

1-1!所) B. R. Mitchell & p， Deanc， Ahstract qf R，的 shHistorical Statistics， 1962， pp. 28守

284， 298以)5 よりfr'戚L

周知の如<，重要な変化が綿製品輸出に表われる。綿製品輸出は1890年代の

比較的軽倣の衰退の後今世犯に入って全般的に顕著な増大を示し， 1911-13年

平均では輸出額において第 2位の鉄鋼の 2，5倍近い 12，300方ポンドを示し依然

最大の輸出項目となっている。 しかしながら， S. B，ソウルによれば1880年代

末以後ドイツ，合衆国との競争がとりわけ前者とは中近東・中米において，後

者とは中国および南米において激化し，更に1887年以後平織 cottonplains市

場としてのインドの位置が低位に留まり fれに代って中国およびイ y ド以外の

帝国諸国(とくに南アゾリカ〉の比重が増大するという重要な市場構造上の変化

がもたらされるに至る川。更に188C年には輪山綿糸の 2分の 1がインド，中国，

日本など東洋市場向けであったが，この間の競争激化に対する対応としての高

ユ6) S. B. Saul， Studies in British Cτ ersea.¥" Trade 1870-1.914，1%0， pp. .1.'1-:=14，掴普作
西村閑也訳「世界貿易の構造とイ奇リス経済 1974作， 38ベージ。 ただし，本稿は，邦訳に依
っていない。



帝問主義形成期のイザリスの資本輸出と「多角的快済網」

第 6表綿糸愉出の変化

1870 1890-94 

申自 i斗 高 187.7 ~，ポ00ン方ド 235.9 1オ加ミγ万ド

ヨ ロ ツ/、
49.9% 48.7% 

〔ト ノレコびをエ除シプく〕
トルコ及 ト 17.6住) 14.0 

英領 イ ゾ ド 16.5 19.5 

中国・日木・ジャバ 11.1 12.7 

y、戸 白 f也 14.9 5.1 

注) 1870年はト dレコりみ。
山所) Thomas Elh田 町 CottonT rade Qf Great B円印n，1886， p. 59， 64 

Sun町 ofTes:ttle lndustri出， 1928， pp. 148-149 

(363) 53 

191口一11

207.81ポ叩
Y
万
ド

61.7% 

b.3 

15.7 

1 2 

16.0 

津田隆「世界綿業資本の発展J，1948平， 27-28へージ， 53-54ページより引用。

第 7表綿布愉山の変化

1870 1890-94 1910ー 11

輸 :1¥ i~言 3 ，252.8~ボ00ン万ド 七975.31
コボ
00ン万トヨ 6，446.0~~~ン万ト一

ヨ ロ ツノ、
9.1% 6.2% 6.4% 

(トルコをジ除プ<) 
トルコ・ェ ト

20.6 13.8 11.7 
およ び ア フ り カ

アメりヵ大〈l吃〕
( 合衆国を除

18.3 16.1 12.0 

アメりカ合衆国 3.2 1.2 1.0 

英 領 イ ソ ド 28.4 42.3 38.7 

中国・日本・ジャパ 14.7 15.0 15.5 

そ の 他 5.8 5.::1 14.3 

出所) 第 7表に同じ@

番手化を伴いつつ，大戦前にはその 6割までが欧州大陸へ向けられたものであ

る。又，綿布においても高級品は同様にアメリカ・欧州に仕向けられたが，東

洋およびアプ国カ，近東でその 4分の 3を占めていた。このように綿製品市場

をめ「る競争の激化の結果，イギリ月の世界市場支配は著しく不安定性を増し，

全体として I綿工業の運命は，極東の発展に大きく決定つけられてし、た」川

のである。しかしながらイギリ λ は，依然1913年の世界の綿貿易の60%，綿糸

17) lbid.， p. ;J3，真草凡 38べジ。
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第E表 イギリスの工業製品輸出 1，000トン

1889 1892 1909 1913 

ヨーロツ f ミ 1，134 1，298 

ドイツ・オランダ 643 377 

伊露 仏 ・ 白 410 320 

アメりカ合君主国 576 385 243 176 

アリゼ y ヂン 415 67 471 358 

イ ギ り ス 傾 1，655 2，287 

カ ナ タ。 237 178 

オーストヲリプ 368 211 359 565 

南 7 7 りカ 66 68 

イ 0/ ド 441 293 516 805 

4，186 2，740 4，211 4，934 

注) 188~年および1892年比鉄鋼， 1909年および1913年は，鉄鋼および製造工業製造品をあらわす。
出所) S. B. Saul， 0ρ cit.， p. 108， 127，邦訳129，151ページロ

貿易の509ザ綿布貿易<!)63%を占めていた。この事実は，これらの「優位」はそ

れとしても，この湖の世界の貿易において，繊維輸出の割合が1899年の 33.5だ

から1913年には 28.8%へと変化 L， ドイツおよび、合衆国の輸出に占めるその比

率がそれぞれ20.6%，7.9%であったのに対しイギリスのそれが47%であったと

とを見る時，帝国主義世界の成立という歴史的激動の中にあって『過去の遺産』

に依存したイギリス的世界を示す経済的特質として留意に値するものといわね

ばならない。

鉄鋼材J出額は，綿製品輸出と同じく， 80年代の増大， 90年代の絶対的低下，

1900年代以後の著増という明確な長期変動を示すが，その主な輸出先が帝国内

外の新定住地域にあり，すでに見た鉄道を中心とするインフラストラクチュア

投資と結びついたものであることは明らかである。後に述べるように，イギリ

スのこのような投資と鉄鋼輸出との関係は必ずしも一律に論じうるものではな

いが，第 8表でみる限り，イギリス工業製品輸出に占める帝国内諸国の割合の

著しい増加と合衆函およびアルゼンチンをはじめとする南米市場の絶対的低下

が極めて明瞭に示されている。ここには，履良の市場を大陸ヨーロッパに依存
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している機械輸出の困難と並んできびしい外国との競争を指摘される南米市場

の位置での後退をもみることができる。このような資本財輸出をめぐる競争の

激化がまたしても帝国内地域をとりわけインド，オーストラリア，南アフリカ

等の市場的重要性を著しく増大したことは言うまでもない。

ドイツを中心とする工業ヨーロツパの急速な拾頭は90年代以後イギリスの貿

易構造に一大変化を生ぜしめる顕著な事例であるが，それはまずイギリスから

の石炭輸出の増加として，ユιヨーロッバ諸国の一次産品諸国への直接的需要拡

大に伴うイギリスからの一次産品輸出・再輸出の減少となって現われる。しか

しながら，工業ョ->'ッバの成長がイギリス経済に与えた最大の影響は，その

機械輸出にみることができる。 前述の如<， rイギリスは輸出の基礎を， 繊

維・石炭・鉄鋼に求めていたが，世界の貿易と生産は，かつての繁栄を支えた

それらにその将来を托すことはもはや望みえないことを示しはじめており，競

争者との対抗は，むしろ戦前20年聞に前面に登場した機械貿易にあったJ18) の

である。

イギリ?，の機械輸出は，とりわけ今世紀に入って増加を示すが， 1890年代初

頭を境にして西ヨーロッパ向け輸出が激増し， 1889~93年平均で全機械輸出の

30%以上を， 1913年においては実に40%近くをヨーロ yパ市場に依存していた。

更に， ドイツおよび合衆国の機械輸出がそれぞれ作業機械，農業機械などの生

第 9表 イギりス白対西ヨーロッバ輸出注)

1869← 73 1879~83 

綿糸 (100万ボγ ド(lb)) 106.4 106.5 

縮減物 (1田万ヤ ド) 271.9 258.5 

毛織物 (100万ヤード〉 111.9 101.3 

鉄鋼(1，000トン〉 968.4 1，040.2 

機械 (1，凹OポドンC<E)) 2，519.0 3，460.0 

注) ドイツ，オランダ，ベルギ ，フランス，イタリアおよびスウエ デン。
出所) s. B. Saul， O.ραt.， p. 19，邦訳， 22へジ。

18) lbid.， p. 17，邦訳， 19へ一三九

1889一回

96.6 

225.2 

57_0 

792.0 

4，704.0 
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産手段生産用機械に代表されるのに対し，イギりスのそれは繊維機械に代表さ

れていることを考えれば，対ョーロッハ輸出の増大がそのままヨーロッパ市場

での「優位」を単純に表わすものでもない。又，資本構成のより高度な工業部

門での競争関係をみる時，電気機械輸出で優位を示しているが，大戦直前には，

ドイツから化学製品・肥料，科学機械などを，合衆国から科学機械，自動車及

び部品，鉄鋼・機械を逆に輸入する状態にあり， とりわけ化学工業，自動車工

業などにおける劣位が同立ち，電気機械においても輸出の半分以上に相当する

130万ポンドを輸入する状態であったζ となども勘案されねばならなし川〉。一

部は，合衆国からの直接投資を伴ったものでさえあった。

1913年における主要因の機械輸出をみる時，そこには際立った特徴をうかが

うことができる。まず，ヨーロッパ市場でのドイツの圧倒的優位が示され，輸

第四表主要国の機械輸出 1!H3年， 100万ポンド

!英 国|合衆国|ドイツ

王ヨ-，ユツ J 主ず¥ 13.J 13.1 29.2 

英帝国諸国へ 10.0 8.2 0.9 
アルゼンチン・ 3.6 3.2 2.8 ブラジノレ・チリヘ

他 7.6 5.1 4.3 

計 34.7 29.6 37.2 

出所)Ibid.. p. 31，邦訳.37へージ。

同の50%を占める。まtc合

衆国の進出もイギリスと肩

を並べている。帝国内諸国

でのイギりスと合衆国との

競争が大きな特徴をなして

いるが，それは主に合衆国

の対カナダ輸出によるもの

である。更には，南米諸国

での三国の激1..-¥ρ競争を指摘でき，従って機械輸出をめぐって，ヨーロッバ市

場とともに，カナダおよび南アメりカ地域が一大競争場裡となっていたことが

わかる。ここに世界市場征覇をめぐる帝国主義間競争の見事な典型を見ること

ができる。

更に指摘される事実は，一次虚品輸入ことに食糧品輸入に示される劣化であ

る。第 5表によれば穀類，原棉，木材・石油・樹脂などの一次産品輸入は1900

年以後増加を示すのに対 L 肉・パターなどの輸入は1890年代以後急増してい

19) Ibid.. p. 37，邦訳.42ペジ，
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る。しかし小麦輸入の変化をみると，国内生産が80年代以後一貫して低下して

いるのに対して，明らかに90年代以後急速な増加を示している。更に地域別に

みればアルゼンチン，英領北アメリカ(カナダ)，オーストラリアなど新定住地

域からの輸入が90年代以後増加しているのに対L，インド，アジア，アフリカ

などの諸地域からの輸入は主に1906年以後増加していることがわかる初3。従っ

て，概ね， 90年代以後の食糧原料の輸入は主に新定住地域に依存し，熱情植民

地地域の輸出は主に鉱工業原材料需要に依存したものといえる己あろう。

小友輸入の示す変化は極めて特徴的 Eある。圏内生産の絶対的低下の中で，

帝国内三国〔カナダ，オ ストヲ νィア，インド〉は，輸入総量の激しい増加と外

国からの輸入の絶対的減少に際し，大戦直前にはその実に半分近〈を供給した

のである。又，ここでもアルゼンチ Y とカナダの対照は明瞭であり， :2.，資本

財輸出の困難化とを考え合わせて，小麦輸入に占めるカナタ引の位置の重要性は

「多角的貿易網Jの下でのイギリスの対カナダ投資の経済的帰結を示して余り

あるというべきであろう。このようにして， 1910ー 14年にイギリスは，小麦・

チーズの81%，パターの753百，果物の64%，食肉の42%を海外資源に依存して

いたのである'"。

第11表 イギリスの小麦輸入と圏内生産年平均， 1凹万 cwts (1 cwts=1l2 lb.) 

国 内

合衆国 13Z3|カナダ|インド 11fよ|総 量 生 ι+ ヒ

1870-80 23.1 3.3 2.1 1.7 55.2 

1881-90 24.8 1.2 2.1 9.3 2.7 72.6 (132.5) 

1891-00 31.3 7.8 40 6_6 2.4 88.4 104.9 

1901-10 20.0 18.3 10.8 15.4 I 89 106.9 97.0 

1011-13 22.3 16.1 19.2 21.4 12.3 115.3 (105.0) 

注) ( )内の数値はそれぞれ1884-90および1911-12年平均をあらわず。
出所) B. R. MJ tchell & P. Dean. ot αt.， pp. 86-87， 101-2より作成。ただし36.21プッ γ ェ

ル ~1 トンで換算D

20) R R. Mitchell & p， DeEn~， op. at.， pp. 315-326参照。
21) s. n. Saul， 0，ρ cit.， p. 29，邦訳， 32ベジ。
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一次産品の交易条件が悪化する時期におけるこういった変化に対するソウル

の答えは事態を適確に説明して興味ある。 r重要なことは，経済の主要な部分

を不況に陥入れることなくいかに自由貿易の利益を維持するかにありJ， 園内

農業の保護は， rあらゆる可能性において，多角的決済体制を崩壊させ，世界

のすべての地域でイギリスの工業品輸出に対する競争を強化したであろう J2210

すなわちイギリスは「多角的決済体制」それ自体に大きな利益を見い出し，そ

れに依存する ζ とな〈して世界市場支配を維持できなくなるのであるが，それ

すら，ことに90年代以後の鉄鋼・機械を中心とする激しい資本財輸出競争の干

では，圏内農業の犠牲とし、う条件の下でりみはじめて可能でありえたのである。

との意味ではイギリスが大英帝国としてのその繁栄を托す「多角的決済体制」

そのものが同時に列強聞の競争そのものに支えられているのであり，とりわけ

合衆国の経済的諸力をその支配領域に道入するこ主なぐして存立Lえないもの

なのである。またこの事実が帝国主義世界経済の新たな再編への糸口となって

いることも見逃されてはならない。

「植民地帝国主義」イギリスにおける，帝国本国と植民地の典型的関係とし

ての「母国は工業製品の輸出者であり，一次生産物の主たる輸入者である」叩

という関係が，競争的工業諸国を含む広範な世界的連鎖の中ではじめて存在し

えたことは明らかである。では，多角的貿易・決済の網の目に表現されるこの

世界的連鎖とはどのようなものであったのだろうか。

111 I多角的決済網|とその意義

貿易の世界的「網の目」に関するF ヒルガートの画期的労作却に倣って，第

一次大戦前の世界経済の発展を解明したのが他ならね S.B ソウノレであった，"。

22) lbid.， pp. 29-30，邦訳品ベジ。
23) F. Hilgerdt. The Netz.即 rkof the World Trade， 1942， League of Nations. p. 28. 

24) I諸国期間の貿易差舗の網の目は 見Lたところでは圭〈錯綜して見えるかも知れない。しか
がら綿密な樟討を加えるならば，差額の方向において定の規則性があるDがわかる，しな
をして重要なほとんどすべての差額が単一の世界的規模自決済骨号制に属することが明らかにな
る」 ヒルガートは，両大戦間期の世界貿易の分析を通じてこの事実の実証的検討を行った。 ノ
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今やわれわれは，彼の成果によりつつ，世界市場争奪戦の産物としての世界経

済それ自体との直接的係わりにおいて投資貿易の関連を考察しなければなら

ない。

1913年には国民所得の10~旨に相当する規模に達す Q25)イギリス資本輸出の構

造的特徴についてはすでに述べた。ここではまず，とりわけ当時の投資と貿易

の犬量を占めたという事実によってこれまで一括Lた概念と Lて取り扱われて

きた「新定住地域」それ自身及びそのイギりスとの対応関係の変化を問題にし

てみよう。

1913-14年の世界の対外投資総残高はおよそ88億ポンドであった。その 27.3

Zはヨーロッパが吸収し最大の投資領域を形成し，北アメリカ，ラテン・アメ

リカは各々 23目9%， 19.3%を吸収し次いで大きな投資領域をなす山。しかしイ

ギリスの対ヨーロッパ投資がとるに足らねものとなっていたことはす亡に見た

通りであり，従ってアジア・アフリカ地域がまたその比重を増しつつあったこ

とを忘れてはならないとはL、え，カナダおよびラテン・アメリカことに南アメ

リカは，イギリスが他の工業諸国との激しい競争を強いられた主な地域であッ

たことが投資の面からも確認きれる。アルゼンチンは元来食糧生産国であり，，'

イギリスからの投資の大部分は，広大なパンパスからの農産物輸送用の鉄道建

¥しかしソウルのその方法は， ヒルガートと異り資本輸出をもその対象として直接に取り込むもの
であった。ここにわれわれは，置の研究がそ心意図田向如にかかわら r，帝国主義世界経済山形

成と発展，その矛盾の累積過程の解明に新たな一石を投じた積劃巾要因を見る。
25) The Royal Institute of International A圧airs，The Problem of lntern配 ionalInvest-

間四t，1937， p. 120，揚井克己・中西直行訳「国際投賓論ム 1970年， 132ベージ9

26) 1914'年におけるイギリスを除〈主要国の対外投資総額は，合衆国35億1，380万ドル， ドイツ 235

億ライヒス・マル九 フランス4，500万フランであった。又その地域的分布比は各々ヨーロッハ
が19.7%，53.2%， 27.5% (うちロジアのみで25.1弘)，中南米が47.0%. 16.2%. 13.3%， ア
ジア・アフリカが 7.4%，12_8%. 12.2%であった。又合衆国はその24.7%がカナダへの投資で

あった。ただしフラソスは植民地への投資 (8.9%)を除し C. Le-wis， America's Stake in 
Intの初ationalInvest:ments， 1938， p. 606. H. Feis， op. cit.， p. 51， 74 

27) 南米主要諸国のうち，ポリゲイア，ヴーネズェラ，チリ，ヘノレ は，錫，石咽，硝酸塩，銅な
ど鉱工業原料輸出国 Cあったのに珂し，アルゼンチンとブラジノレは元来食糧生産国であり，アノレ
ゼンチγは1929年に至るも輸出の65%が小ま，肉類などであった。 TheRoyal Institute of In 

ternational AffuI同 ot αt..pp. 271-2， 274-5，邦訳前崎書， 286-7. 290ベジ。
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設をめざすものであった。従って第 1図に示すように鉄道資材の輸出は1900年

代のかなり遅くまで資本輸出との平行的関係を維持していたと考えられ，こう

しかし，変化は合衆国および

ドイツとの競争によってもたら

された。回年代の i-'f'リス資本

輸出の増大は鉄鋼車輔ー機械

など資木財輸出の増加をもたら

カナダ し，綿製品の輸出は逆に減少さ

えする状態にあり， rイギリス

は鉄道建設から直接利益を得，

競争国は鉄道資材以外の資本財

および消費財需要に主に依存す

る」かたちとなっていた。しか

し1900年以後の投資のブーム期

にあっては逆のパターンが見ら

れる。ことに， 1907年以後のイ

ギリス輸出の主な増加は綿毛製

1901 '02 '03 '04 '白'∞ '07'伯!叩 '10'11 晶によるものであり， 1907年比

注7 アルゼンチンは機閣車，鉄道資材，レ ルを，ヵナ でみた 1913年までの増加は 640
ダは鉄道用樺鉄鋼，鉄鋼 νールを，南アフリカは宮議

機械をあらわす， 万ポンドになるが，機械・車車問
出所) C. K. Hob，∞， op. ctt..邦凡 16-21へージより

作成。 の輸出は逆に 940万ポンドの減

少を示す状態であった。これに対し合衆国は，輸山黒字を1908-09年の 230方

第 1国鉄道用資材・機械輸入に占めるイギリ

スの割合

10，0日日ポンド

アルゼンチン
刑

制

削

捌

叩

80 

60 

40 

20 

120 

lω| I有アフリカ

180 

60 

10 

20 

28) s. B. Saul， ot. cit.， p. 39，邦訳，43、ーシ q

いった事実に支えられながら，

アルゼンチン総輸入額に占める

イギリスの比率も一貫して30%

を超えている凶
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第12表 カナダの貿易バランスと資本輸入 年平均， 100万ドル

イギリス 会衆国 その 1t1! 資本輸入

貿易収支|資本輸入 貿易収支|資本輸入 百易収支|資本愉入 百十

1900← 04 53.2 19.1 - 57.7 21.5 - 159 5.0 45.6 

1905-09 47.3 120.9 -102.4 31.4 - 18.7 5.5 戸 157.8 

1910-13 41.9 263.4 -230.5 91.4 - 32.3 27.6 382.4 

百十 670.0 I 1，753.1 I ~1 ， 720.81ω8 I -302.1 I 1町|ぉ45.6

住〉 貿易収支は鋳貨及び地金移動を古む。
11¥;青) J Viner.噌 αt.，p. 282より作成a

ポンドから， 1912ー 13年の 520万ポ γ ドへと急増させ， 1913年の機械輸出にお

いてイギリスを凌駕するのである。アノレゼンチ Y におけるこのような競争の激

化は一方で合衆国やドイツなどの資ぶ財市場としてのその位置を発展させると

同時に，他方では，合衆国の食糧品輸山の減少とともにコ ロッパとぐにイギ

リスに対する小麦・冷凍肉など食糧原料の供給者としての地位を高め rこの

輸出によってアノLゼンチンは漸増する合衆国からの入超支払いの資金を得ると

とを可能にするJ'引というパターンで，アルゼンチンを多角的決済の中に引き

入れたのである。正はいえ，このような変化ば，カナダのそれと比較すればよ

り遅くより小規模でさえあった。

イギリスの対カナダ投資の増加が主に今世紀以後のものであることはすでに

触れた。イギリスの対カナダ決済は，植民地であるにもかかわらず投資が増大

するその当初から優れて多角的なものであった。第12実は，カナダの貿易バラ

ンスと資本輸入を蓑わしているが， 1900ー 13年にお円るイギロスからの資本輸

入は17億5300万ドルで対合衆国貿易赤字が17億230日万ドんとなっておわ， J.パ

イナ←が奇しくも「三角決済J(triangular adjustment) と呼んだように， rカナ

タ。へのイギリスの投資の大半は資本財の通常の供給者たる合衆国のカナダへの

29) F. 1王ilgerdt，0，少 cit.，p. 55 
30) J .Viner， Canada's Balance o.f In.ternational lndebtedness 1900-1913， 1924， p. 282 ; 

S. B. Saul， op. cil.， p. 70邦訳， 82一、 ジ。
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輸出をまかなったJ関係が典型的に示されている8030更に. i鉄道の場合には，

イギリス対外投資は地球上の広範な部分にわたって，イギリス製造業者への鉄

道資材および車輔の注文によって代表きれてL、るJ3D といわれるように，輸入

された資本と借入国側の輸入需要とが最も直接的な結びつきの傾向を示す鉄鋼

資材の輸入をとってさえ，第1図にみられるようにイギリスの占める比率は著

1--<低〈かつ不安的なものとなっている。

カナダに対するこのような関係はイギリス，合衆国両国の対カナダ投資競争

およびそれによって生み出されたカナダの経済発展に対する両国の係わり合い

方の相違によって規定されたものと考えるべきであろう aヘ輸出用農産物生監

に大き〈特化したアルゼンチンに対するイギリスの投資が，再三にわたって債

務の不履行に遭遇Lたのに対1..-.カナダの場合には投資の性格からすればイギ

りスにとっては同様であるにもかかわらず，合衆国りそれが直接投資形態を伴

ってカナダの閏民経済の発展そのものに内在化1..-.あるいは輸出入市場に対し

てかかる強力な影響力を及ぼしたとととそ，多角的決済関係白中でカナダが E

りわけ重要な位置を占めるに至った重要な要因の一つであろう叫〉。

南アフリカでの事態の変化一一そこでは南米の場合とは逆に鉱山を中心とす

る投資が機械輸出での圧倒的地位を支えている をも合わせて考える時，す

でにわれわれは次の事実を確認しなければならない。一方が政治的「独立国」

であり他方は自治領であるという相違とともに，事態の変化はいまやこれら地

域を「新定住地域」として一括して論ずることを不可能ならしめている。同じ

くイギリス資本輸出の大量を吸収しながら，一方では激しい市場争奪戦の中で

31) C. K. Hobson， 0.ραム p.15，邦司王 21ページ。
32) 1914年における対カナダ投資は，イギリスが5億4，2岨万ポンド，合衆国 I憶8，08C万iンド.

その他3，560万ポγ ドであるが， イギリスの投資と異り! 合衆国のそれは1913年でその70%以上
が直接投資であり，その多くはプリティシュ ユロンピアを中心とする南部地域の木材，鉱山ョ
土地などの事業へD ものであ勺た。 ちなみに，第二次世界犬軸までにカナダの完成品輸入に占め
る合京国の訓合は 3分の 2を越え，カナダの完成品輸出は原料1 半製品のそれを上回るとともに3

192(:;午までに合衆国の対カナダ投資は荒田のそれを凌駕する C. Lewis， o.ραt.， p. 606， 611 
The Royal Institute o{ Inlernational Affairs， v.ρ cit.， p. 256，邦訳， 271へージ F. HiJgerdt， 
噌 cit， 11 日，参聞のζ と。
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第 2図 決済の世界的パター γ 1910年(国際収支)， 1叩万ポンド

そ白他地域とのイギリスの収支

受取勘定 支払勘定

中国 13 海峡植民地 11 

ウルガアイ 6 南アフりカ 8 

英領西アフリカ 3 ニュ シ ヲン 1: 4 

アノレゼンチン 2 

注〕 矢印位置務の方向を表わす。
出所) S. B. Sau!，噌• cit.， p. 58，邦訳， 67へジ。

新たな再編を示すアルゼンチン，他方の極では一層独占的植民地市場として直

接的支配の中に組み込まれる南アフリカ，そして合衆国の資本と工業製品を吸

収しつつ多角的決済の一大通過点を形成するカナダ一一このような変化と分岐

は， またヌノレクセ的モデノレの隆路でもある、

ソウノレは，主要国の貿易構造の変化と国際収支に表示される国際的決済の網

の目を分析し右のような大戦直前における国際的資金決済め図式化表現に成

功してい昌。なる程この図はそれ自体としては，流通次元での国際的資金循環

関係を表わすにすぎないのではあるが，これまでに考察した資本輸出とその役

割における変化，イギリス貿易構造の変化』王要工業諸国聞の競争が世界経済

に与えたインパクト等々を勘案する時，この図式そのもりのうちにその背後で

生成された世界経済り実相とそれ自身が有 t0激しい矛盾の累積のフロセスを

着取しなりればならないであろう。とこに表示される多角的決済のパタ ンか
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らその特徴を列挙すれば次の如くである。第 1に，決済の最大の集中国として

のイギリスの債務に対し最大の地位を占めるのは合衆国である。第2に，合衆

国，ヨーロッパ，カナダへの巨額の債務の大半はアジアを通じて決済されてお

り，オーストラリアがこれを補完している。第3に，なかでもインド一国で債

務の 5分の 2をまかなう状態にあった。

合衆国は， 1880年代にはその工業生産の成長にもかかわらず依然と Lて重要

な 次産品国であり， 輸出の80%， 輸入の50%をヨ ロッパに負っていた。

1885年を除いてヨーロッパの対合衆国貿易勘定は1892年まで黒字を続け，全体

として80年代の合衆国は，経常勘定におい工，ヨーロッノ、工業諸国に平均 1，000

~ 1，500万ポンドの赤字を記録し， 対芙勘定では平均 5400万ポンドの黒字を残

第13表合豪国の貿易収支年平均， 100万ポγ ド

188口-84 |附/1909

ヨ p ツノ、ー 十57.2 +104.5 

万/三、 国 +49.4 +69.7 

工業ヨーロッパ + 1.9 +37.9 ，tアメリカ -12.5 + 3.3 

カ ナ タ命 - 0.9 +15.0 

南アメリカ -10.8 18.4 

ブラジル - 8.4 -16.5 

ア ニノ ア -11.8 - 24.5 

-( γ ド - 3.6 11.0 

オーストヲレィ、ンア 十 0.4 十 3.0

計

注J 工莱ヨーロッパはオ ストリア，へルギ，フラ γλ，
ドイツ，オランダおよびイタリアを指す。銀移動を古む。

出所) lbid.， p. 46，邦訳， 54へージJ

し，南米，アジア諸国に対

して貿易勘定に大巾な赤字

を記していた。しかし大戦

前の合衆国対外勘定には大

きな変化が現われる。なに

よりも貿易勘定における著

しい出超増加があり， 1908 

年には戦前の最高である 1

億3700万ポ γ ドに達L，第

13表からも明らかなように，

工業ヨーロッパおよびカナ

ダなどに対する黒字の激増

を特徴としている。またイ

ンド，セイロン，プラユ/ノレ，西アフリカ，海峡植民地などに対する赤字の急増

は，工業生産の増大に伴う食糧・原材料輸入需要の増大とともに，これら諸国

における貧困な所得と外国勢力とくにイギリメの植民地支配を中心とした強力

な競争力などによって，これら地域への輸出が困難であったことを物語ってい
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る。更に，カナダ，オーストヲリ 7，アルゼンチンに対する，黒字の増大は，

一方で合衆国工業製品輸出の著しい増加そのものによるものであるとともに，

これら諸国からの工業原材料輸入にもかかわらず，その豊富な国内供給によっ

て合衆国がこれら諸国にとっては食糧品輸出市場にはなりえなかった事実によ

るものである。この点は，国内農業の「犠牲」の下でその世界市場支配を維持せ

んとしたイギリスとの相違を端的に示すものであろう。また，工業ヨーロッパ

に対しては，と〈にドイツを中心として著しい黒字の増加を示し，イギリスに

対しでもかなりの増加を示している。しかし， 1908-09年における合衆国の国

際収支は，貿易・金移動・資本の三項目と貿易外収支において，イギリスに対

し各々 +9750万ポンドョ -4650万ポンド，工業ヨーロヅパに対し各々 +6000万

ポンド， -6900万ポンドとむっていたのであり，従って合衆国は大戦直前には，

ブラジノレやアジアなどの諸国からの輸入の増加を，対英黒字の増大や対ヨーロ

ッパ赤字の減少によってまかなったのではなく l と〈にカナダやアルゼンチン

との間に形成された貿易収支の巨額の黒字によって決済していたのである33)。

更に，当初の論点に沿って ζ の期の世界経済の発展におけるアジアの役割，

とりわけここではインドの役割を中心に若干触れておこう。イギリスの対アジ

ア支配の歴史に果したインドの役割が，ことさらその極東貿易にあったことは

事新たに指摘するまでもない。世界経済の発展，換言すれば多角的決済関係の

新たな展開の中では，その歴史的役害防主一層新たな性格を附与される。イギリ

スは1880年には合衆国および工業ヨーロ y バに対1.-7000万ポンドの経常勘定上

の亦宇〔金移動を含む〉を有し，乙の年のインドからの収益は，利子収益 800万

ポンド，本国費 800万ポンド，貿易・地金収支690万ポンドの黒字で，いわば

2500万ポンドを決済しうる規模であった""。 ζれに対し， 1910年には，イギリ

33) S. B. Saul， ot. cit.， p. 50，邦訳.58ベ ヅ。 ブルムフィーノレドは，このような事実に着Hし，

この期目世界経済自発展における英国の Pl1sh要因を宝配的とみる従来の議論に対L.カナダを
中心とする一次産品諸閣を通じる合最固 pull0)要因の重要牲を説いている o A. 1. Bloomheld， 
ot. at 

34) S. B. S叩 J.O~ραt.， pp. 55-56.邦訳.65ベ-;/0 なお，一方におけるインドと他方での日本
を媒介項lこもちつつアジアにおける英米睦済関係が世界史"'iE面舞台に畳場するためにはさらにノ
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11898/99 附 /ω11909/1ト 1叫，114

貿 易収支 +23.6 +47.4 

金銀移動 ー 7.8 -25.9 

貿易外収支1) -15.4 -17.6 

本国費他 2) - 6.9 -12.0 

資本収支 3) 十 5.5 + 6.8 

計 - 1.0 1.3 
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I表4
 

1
 

第

注) 1) 海運保険，利子送金 etc
2) 鉄道年賦金，インド省関係費の移動含む。
3) 直接的計算方法によるも白ロ

出所) Y. S. Pandit. lndia's Balan四ザ lndebtedness
1898-I913， 1937， Chapter I-Vより作成。ただu ル

ピ=16ペンスで換算。

をカバーしてなお余りある

巨額の貿易黒字を獲得でき

たことや租税収入などに上

ってますます巨額の本国費 HomeCharges，利子送金が可能になった事実に支

えられていることは明らかである〔第14，15表〕。

このようにしてイギリスは， I合衆国，ヨーロッパおよび相対的に発展Lた

一次産品園への支払いをますますインドおよびアジア・アフリカの新興諸国に

依存せざるをえなくなりJ，ことにイ Y ドは「全決済の要J 巨額の負担を負う

イギりスと多角的決済の「安全弁」としての役割を担うに至ったのである35)

インドのこの役割を可能にしたのは，すでに他の植民地に先がけて全域に渡

って完了しつつあった鉄道敷設ー原棉供給ーへの投資と綿製品・鉄鋼製品市場

としてのその発展にあったことは言うまでもない。鉄・鉄鋼，蒸気機関などの

資本財輸出にあっては，大不況期の開始とともに合象国・ヨーロッパ市場が殆

んど崩壊に等しい状況を示すのに対L (第8表)，インド・オーストラリア市場

はそれにとって代り， 1878年までのわずか 5年の聞にさえ，すでにイギロメの

、両大同期の経済的変動を待たねばならない。しかしこり期にその崩芽がすでに形成されていたと
いう戦事実は第1次大戦をはさむ世界経曹の発展樹階の相違とともにその継続の論理をも示すも
のというべきであろう@西日清勝， 1920年代のアメリヵ貿易と東南アジア，長崎大学「経営と経
済」第54巻第4号所収，参照。

35) S. B. SauI. 0.ρ日t.，p. 61.邦訳.71へ 乙人
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全輸出に占める割合は 5~15%から18~38%にまでその地位を高めていたので

あるa目。綿布輸出における変化はなお一層激Lしすでにみたように9C年代前

半には総輸出高の42%はインドに依存する凄まじいまでの状態であった。同時

に r世界を通じての多額の多角的決済の内実である貿易と投資の形態によっ

て基本的に決定されJ，r投資の水準が〔その限りでは)どうであれ， イギリスの

対インド収支の黒字〔を〕確実に増加J"'-( )内はヲ開者一一せしめうる ζ

のような事情こそ， 1ですでに触れたような「新定住地域」への投資構造や熱

帯植民地へのそれとも異る対インド投資構造の特殊な位置と性格を物語るもの

であるとともに，とりわけ90年代後半以後のアジア全域への投資を可能ならし

めた歴史的条件に他ならない。

アジアにおける金為替本位制の成立は，このような「多角的決済体制Jの発

展に上って可能となりえたのであり，そのままイギリス的世界支配の連綿と続

〈歴史の総括 確立形熊であった。そこでのインドの役割はアジアとりわけ中

国支配をめぐる角逐への「橋頭室」に他ならなかった。

しかし，この「確立形態」それ自身のうちにわれわれは又，その動揺と新た

な再編への蔚芽をみることができる。イントーが巨確の対英国際収支赤字を埋め

あわせてなお余りある貿易黒字をその他の世界に対し計上し(第15表)，それに

第15表 インドの貿易地金収支年平均， 1ω方ポγ ド

1880/81-82/83 1894/95-96/97 1911/12ー 13/14

イギ リ ス -10.7 13.3 -52.3 

工業ヨーロッパ +10.3 ー+9.9 十32.6

中国・日本 + 8.0 + 7.4 +18.6 

ムロ 家 国 十1.9 + 2.4 十 9.0

南アメリカ 十0.25 + 0.8 十1.8

言十 +15.3 +16.2 十20.1

出所) S. B. Saul， op. cit.， p. 204，邦自も 244ベージ2

36) Ibid， pp. 100-101，邦"" 118-119ヘジ。
37) 本山葺彦「世界経揖論J，1976年， 231-' ジ.
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よって多角的経済関係そのものが維持されえたことは事実であるとしても，そ

れ自体がまた，カナダの場合とは別の形ではあれ，工業ヨーロッバ，合衆国，

日本などの競争的工業諸国との貿易によらざるをえなかったことがすでにその

基礎的条件となって登場しているのである。

「安全弁」インドの動揺と限界はそのまま多角的決済とイギリ R 的世界の限

界を意味したのである。すでにみた「新定住地域」市場の再編と対ヨーロッパ

貿易にお付る赤字の累積的増加としヴ変化にあわせて， 1870-80年代とは異り，

90年代までに多角的貿易の網の目が世界的規模の構造へと転化・発展し，ヨー

ロッパと合衆国の帝国主義的成長が世界的需給構造に変化をもたらした結果，

イギリスの資本輸出が帝国内外の一次産品諸回。イギリス財に対する不可避的

需要低下をそれ自身で相殺し世界貿易の水準を維持することはもはやできな〈

なり，その「主奪的役割j を喪失しつつあったのである日九

お わ り に

われわれの主題は，本来理論の発展に必要とされる歴史認識を世界経済の形

成と発展の面から確定することにあった。極めて限られた木稿の考察から次の

幾つかの結論を得ることができるであろう。

第一に，従来， ともすれば?無矛盾的有機的世界市場の発展と Lて取り沙汰さ

れかねなかった「多角的決済の網の日Jの現実は，その背後に激しい矛盾の累

積を内包する帝国主義世界経済の形成のプロセ只に他ならなかった。第二に，

その直接的物質的基礎一組織者として振舞ったのは「世界の工場』と Lての遺

産を受けついだfギリ λ り資本輸出に他ならず，それはまた，合衆国と西欧の

工業的成長を条件として可能でありえたのである。第三に，従ってそれはその

崩壊の論理 蔚芽を必然的に内包するものであり，その役割は「大英帝国JOJ 

再編ととりわけアジアに集中する傾向を示していた。第四に，この意味では帝

嗣主義の世界支配の論理は，単純に「分割Jと「対立」ー「不均等発展」を意

38) S. B. Saul， ~ρ. cit.， pp. 113-115，邦訳.136-137ベージ.
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味するのではなし被支配領域へのその浸透が対立者激化するとともに，工業

諸列強の金融的相芹依存の上に成り立つ「対立」こそが支配の一層の拡大と深

化を可能にするという相乗的性格を有するものであった。世界的規模でも「競

争が独占の形式に転化している」のみならず，更に決定的重要性を帯びてきて

いるのである。

しかし本稿では，イギリ λの資本輸出を通じて帝国主義世界経済の形成に呆

した被支配地域の役割を問題にするものではあっても，後者自身の経済的発展

に与える内的インパクトをそれ自体として取り扱うものではなかった。ここに

われわれは次の課題を見い出すベ雪であろう。

く1976.9.16脱稿)


